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研究成果の概要（和文）：歴史的な輸出漆器を種々の科学分析法を用いて分析し、漆の種類、漆材料及び塗装構
造を明らかにした。分析法は主として熱分解―GC／MS、蛍光X線分析及びクロスセクション分析で検討した。ま
た日本産と中国産の漆液の識別はSr (ストロンチウム) 同位体分析で明らかにした。漆器の生産地は、漆器の木
胎の情報が重要で樹種同定法で木の種類を調べた。この研究を推進するため日本（縄文時代の漆器、江戸時代の
漆器、アイヌの漆器）、琉球及び中国の歴史的な漆器についても分析評価した。更に新規分析法の開発と応用に
ついても研究した。これら得られた研究成果は学会あるいはシンポジウムで報告し、その後研究論文で発表し
た。

研究成果の概要（英文）：Lacquer is a unique natural resource in Asia that uses sap tapped from 
lacquer tree grown wild or cultivated in areas of Japan, China including to Southeast Asia have been
 used to prepare crafts or wares. We analyzed many kinds of historical lacquerwares by Py-GC/MS, and
 urushiol and/or laccol pyrolysis products were detected. Our research results have shown that 
analytical pyrolysis is an effective method for characterization of lacquer films. Moreover, 
cross-section studies demonstrated that the lacquers had a multi-layer coating structure. X-ray 
analyses were carried out directly lacquerwares to determine the presence of different pigments. The
 analyses results of historical lacquerwares reviewed that lacquer sap tapped from T. vernicifluum 
and/or T. succedaea lacquer trees grown on the Asian continent were used alone and/or combined as a 
coating material. The investigation provides scientific support for the conservators, restorers, and
 archaeologists of lacquer.

研究分野： 有機化学、有機分析化学及び関連する分野

キーワード： 輸出漆器　琉球漆器　中国漆器　科学分析　熱分解ーGC/MS　クロスセクション　Sr同位体比分析　漆液
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の漆の歴史は古く、縄文時代から器物の塗装や接着に利用されてきた。その漆工技術は弥生時代、中世、江
戸時代へと脈々と継続し発展してきた。ウルシの木は、種属は異なるが、日本のみならず中国や東南アジアに生
育し、それぞれ漆文化を形成してきた。１６世紀以降世界はグローバル化し貿易や文化交流が盛んになり、ウル
シのないヨーロッパでは漆器に大きな感心が集まり、漆器は海を渡り輸出された。漆器制作はアジアの伝統工芸
であり、その歴史、美術史、民俗学などの広い視点と科学の連携が重要になり、漆文化はグローバリジェション
とアイデンティティを考える上で重要な課題で、本研究は漆文化の発展と継承に貢献したいと考えている。



様 式 Ｃ－１９ 

１．研究開始当初の背景 
（１）江戸時代初頭ころから螺鈿と蒔絵を施した漆器が海外に渡り、特にヨーロッパにたくさ

ん輸出された。そのような漆器は琉球、中国などアジアからもヨーロッパに輸出された。 

（２）このような輸出漆器は美術工芸史、東洋史、文化史あるいは漆工史などの分野から漆器

の形状、加飾、漆塗り技法などの観点から研究されてきたが、科学分析を用いた漆材料研究は

ほとんど行われてこなかった。 

（３）漆器は時代の経過に伴い劣化が進行し破損するためメンテナンスが必要になり、保存修

復・修理されることになる。その過程で漆膜の剥落片を入手することができ、それを利用した

分析が可能になる。 

（４）近年漆に対する種々の科学分析法が種々開発され、微量で、再現性よく、また精度高く

分析・評価が可能になってきた。種々の科学分析を組み合わせた分析の実例は少なく、各種分

析データの収集と蓄積、歴史的な漆器の科学分析のケーススタディが求められている。 

（５）我々はこれまで漆の成分分析、乾燥のメカニズム解明及び漆膜の特性評価、漆の応用及

び合成漆の開発など漆の化学研究について報告してきた。これらの研究を通じて海外の漆に関

わる研究者と研究交流が進み、分析や研究の依頼や共同研究の機会が増えてきた 
 
２．研究の目的 
 歴史的な輸出漆器を種々の科学分析法で分析評価して、漆器がどのような漆を用い、漆と共

にどんな材料が使われ、どのような塗装構造をしているか、またどんな漆工技術で作られたか

を明らかにすることを目的に研究した。またそれらの漆器がどこで作られたかを解明する研究

についても調査・研究した。これらの研究を推進するために日本の歴史的な漆器、琉球漆器、

中国、韓国及び東南アジアの漆器や、まだ解明されていない地域（ベトナム、韓国、琉球（沖

縄県名護地域）及びカンボジア）のウルシの木の漆液についても科学分析し成分組成分析や乾

燥硬化性を調べ、その地域の歴史的な漆器の漆材料や漆芸との関連についても調査し考察した。

以上のような歴史的な漆器の漆材料、塗装構造、年代、木胎の樹種同定など漆器に関わる基礎

データを収集し、輸出漆器の素性を明らかにすることを目的に研究した。 

 

３. 研究の方法 

 歴史的な輸出漆器がどのような漆を用い、漆と共にどんな材料を使い、どこで作られたかを

明らかにするために熱分解-GC/MS 分析、放射性炭素１４年代測定、Sr (ストロンチウム) 同位

体比分析及びクロスセクション、蛍光 X 線分析法などで調べるだけでなく、漆塗膜層毎の分析、

下地層の分析及び加飾材を X 線マッピング分析法、顕微 IR (赤外線スペクトル) 測定、加飾材

部分のスポット分析として非破壊分析の Am (アメリシウム)を線源する X分析法を組み合わせ

た総合的な分析評価システムを構築し、それを応用して各種漆器類を分析し、得られるデータ

を収集し、各種漆器の漆材料の解明と利用法、漆工芸技術などを考察する研究に取り組んだ。 

 

４．研究成果 

 歴史的な輸出漆器がどのような漆を用い、漆と共にどんな材料を使い、どこで作られたかを

明らかにするために熱分解-GC/MS分析、クロスセクション及び蛍光X線分析で分析評価した。

またクロスセクション分析と顕微 IR (赤外線スペクトル) 測定から漆塗膜層毎の分析、下地層

及び加飾材を分析し、また非破壊分析として Am (アメリシウム)を線源する X 分析を組み合わ

せた分析評価システムで漆塗膜を詳細に分析検討した。 



 これらの分析法を駆使して歴史的なスウェーデンやスペインの輸出漆器の素性を明らかに

した。これらの漆器の中には、日本特有の木であるヒノキやアスナロを木胎に使い日本産ウル

シ Toxicodendron vernicifluum の木の漆液を使ったものだけでなく、（熱分解—GC／MS 分析と

Sr 同位体比分析から）中国産ウルシ Toxicodendron vernicifluum の木の漆液を利用した事例や

（熱分解—GC／MS 分析から）タイ産ウルシ Gluta usitata の漆液を使った漆器があることがわ

かった。このことから漆器制作当時は、日本のグローバル化の中で多様な漆器作りが行われて

いたことが分かった。今後更にこのような追求と研究が必要であると考えている。 

 歴史的な漆器の科学分析研究を推進するために日本、琉球,中国及び韓国などの歴史的な漆器

の漆材料を分析し、それらに使われた漆、顔料、金属箔、木胎及び下地材やその利用法を調べ、

漆器が制作された産地を明らかする研究も並行してケーススタディ研究に取り組み、それらに

使われた漆材料と漆工芸技術を明らかにした。日本の漆塗りの原点である縄文時代の漆器、漆

塗り発展・充実期の江戸時代の漆器及びアイヌの漆器についてもそれぞれ科学分析・評価した。

また歴史的な漆器を科学分析する新規分析法（熱分解—GC×GC/MS 分析法）の開発と応用、

漆の顔料に関わる分析法とそのデータ収集・応用についても研究した。更に漆器作りに使われ

ウルシの木の樹液は産地により大きく異なる。そこでベトナムのアンアンウルシ

Toxicodendron succedaneum、韓国のウルシ Toxicodendron vernicifluum、琉球（沖縄県名護地域

の）のアンナンウルシ Toxicodendron succedaneum 及びカンボジアのウルシ Gluta laccifera の

漆液成分や乾燥・硬化性などを調べ、それらを用いた歴史的な漆器との関連を議論し考察した。

これらの研究成果は学会、講演会あるいはシンポジウムで報告し、その後研究論文として発表

した。 
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